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２
０
２
３
年
度
運
動
方
針
を
決
定

福島県本部
第111回定期大会
　

自
治
労
福
島
県
本
部
は
、
10
月
14
日
、
福
島
市
「
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
」
に
お
い
て
第
１
１
１
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
県
内
単
組
か
ら

１
６
０
名
（
内
女
性
25
名
、
15
・
６
％
）
の
代
議
員
が
出
席
し
た
。

　

２
０
２
３
年
度
の
運
動
方
針
・
当
面
の
闘
争
方
針
等
７
つ
の
議
案
に
つ
い
て
協
議
し
、
賛
成
多
数
に
よ
り
す
べ
て
可
決
決
定
さ
れ
た
。

　

第
１
１
１
回
定
期
大
会
は
、

議
長
に
南
相
馬
市
職
労
岡
田

代
議
員
、
県
職
連
合
橋
本
代

議
員
を
選
出
し
て
進
め
ら
れ

た
。

　

は
じ
め
に
澤
田
執
行
委
員

長
が
「
先
の
参
議
院
選
に
つ

い
て
、
獲
得
目
標
数
に
遠
く

及
ば
な
か
っ
た
が
、
比
例
区

で
鬼
木
ま
こ
と
候
補
が
当
選

を
果
た
し
た
。
選
挙
の
と
き

だ
け
で
は
な
く
、
日
常
の
組

合
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。
次
に
、
物
価
高

の
影
響
は
全
世
代
に
及
ぶ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
月
例
給
の

引
き
上
げ
が
若
年
層
に
と
ど

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
勧
告

は
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
確
定
闘
争
で
は
、
県

本
部
、
各
単
組
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
を
進
め
る
。
ま

た
、
共
済
は
今
年
新
メ
ニ
ュ
ー

で
の
推
進
と
な
っ
た
が
、
現

段
階
で
組
織
加
入
県
復
活
は

で
き
て
い
な
い
。
共
済
は
共

助
そ
の
も
の
で
あ
る
。
県
本

部
は
各
単
組
と
課
題
を
共
有

し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取

り
組
み
を
強
化
す
る
。」
と

あ
い
さ
つ
を
し
、
来
賓
と
し

て
自
治
労
本
部
伊
藤
書
記
長

を
は
じ
め
６
名
の
方
か
ら
挨

拶
を
い
た
だ
い
た
。

報
告
・
承
認
事
項

　

経
過
報
告
の
２
０
２
２
年

度
一
般
経
過
報
告
、
議
会
活

動
報
告
、
一
般
会
計
・
特
別

会
計
決
算
報
告
、
会
計
監
査

報
告
に
つ
い
て
、
ま
た
、
議

事
録
の
承
認
に
つ
い
て
も
質

疑
が
な
く
、
拍
手
多
数
で
承

認
さ
れ
た
。

　

次
に
、
自
治
労
表
彰
者
４

名
に
対
し
表
彰
状
伝
達
が
行

わ
れ
、
代
表
し
て
い
わ
き
市

職
連
合
野
内
一
昭
さ
ん
が
あ

い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

県
本
部
機
関
紙
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
で
は
、
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
浅
川
町
職
労
を

代
表
し
、
水
野
拓
さ
ん
が
あ

い
さ
つ
し
た
。

い
わ
き
市
職
連
合

�

野
内
一
昭
さ
ん

浅
川
町
職
労

�

水
野　

拓
さ
ん

議
　
　
　
案

　

議
案
は
、
議
案
第
１
号
２

０
２
３
年
度
県
本
部
運
動
方

針
（
案
）
か
ら
第
７
号
次
期

県
本
部
定
期
大
会
の
開
催
に

つ
い
て
（
案
）
ま
で
一
括
し

て
提
案
し
、
そ
れ
に
対
し
６

名
の
代
議
員
か
ら
発
言
が

あ
っ
た
。

①
福
島
市
職
労

�

島
貫
代
議
員

　

今
回
の
人
事
院
勧
告
は
、

一
時
金
の
引
き
上
げ
分
０
・

10
月
全
て
が
勤
勉
手
当
に
配

分
し
た
の
に
対
し
、
福
島
県

人
事
委
員
会
で
は
期
末
・
勤

勉
手
当
に
そ
れ
ぞ
れ
０
・
05

月
配
分
さ
れ
て
お
り
、
福
島

県
だ
け
の
特
別
な
勧
告
と

な
っ
て
い
る
。あ
ら
た
め
て
、

県
本
部
と
し
て
確
定
闘
争
に

臨
む
単
組
へ
の
獲
得
目
標
を

示
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
選
挙
闘
争
に
つ
い

て
は
、
法
令
順
守
を
徹
底
し
、

先
を
見
据
え
た
効
果
的
・
効

率
的
な
取
り
組
み
の
追
求
・

提
起
を
お
願
い
す
る
。

②
須
賀
川
市
職
労

�

島
田
代
議
員

　

こ
こ
数
年
、
若
年
層
を
中

心
に
毎
年
メ
ン
タ
ル
疾
患
に

よ
る
病
休
者
が
出
て
い
る
。

主
な
要
因
は
業
務
多
忙
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
交
渉
を
続

け
て
い
る
が
、
政
策
的
な
意

向
も
あ
っ
て
業
務
量
が
減
っ

て
い
な
い
。
今
後
も
人
員
増

に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

小
口
型
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い

て
は
、
今
回
「
既
に
会
計
年

度
任
用
職
員
に
通
常
メ

ニ
ュ
ー
で
取
り
組
ん
で
い
る

単
組
は
切
替
不
可
」
と
示
さ

れ
、
先
行
し
て
取
り
組
み
を

進
め
て
き
た
単
組
に
不
利
で

あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に

な
っ
た
の
か
、
明
確
な
答
弁

を
求
め
る
。

③
喜
多
方
市
職
労

�

五
十
嵐
代
議
員

　

会
計
年
度
任
用
職
員
は
勤

勉
手
当
が
な
い
た
め
、
福
島

県
人
事
委
員
会
勧
告
で
も

０
・
10
月
分
は
引
き
上
げ
と

な
っ
て
い
な
い
。
一
方
で
若

年
層
の
月
例
給
の
引
き
上
げ

が
あ
っ
た
た
め
、
正
職
の
給

料
表
を
使
っ
て
い
る
場
合
は

差
額
支
給
さ
れ
れ
ば
実
損
分

以
上
の
引
き
上
げ
が
見
込
め

る
。
差
額
支
給
を
求
め
る
べ

き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
間
会
計
年
度

職
員
の
組
織
化
が
進
ん
で
い

な
い
こ
と
か
ら
、
各
単
組
へ

県
本
部
で
支
援
に
入
る
な
ど

具
体
的
な
取
り
組
み
を
お
願

い
し
た
い
。

④
い
わ
き
市
職
連
合

�

緑
川
代
議
員

　

単
組
で
は
、
現
業
職
員
の

「
現
場
力
・
技
術
力
」
を
活

か
せ
る
新
た
な
業
務
・
職
域

を
つ
く
る
た
め
交
渉
や
意
見

交
換
を
重
ね
て
い
る
。
先
進

事
例
と
な
れ
る
よ
う
今
後
も

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

定
年
の
段
階
的
引
き
上
げ

に
つ
い
て
、
市
長
と
各
職
場

の
現
状
・
課
題
も
含
め
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
今
後
も
、

当
局
に
も
労
働
条
件
・
環
境

に
関
わ
る
こ
と
は
組
合
と
協

議
を
す
る
こ
と
を
徹
底
さ
せ

る
。
県
本
部
に
は
、
他
県
・

他
自
治
体
の
情
報
提
供
に
つ

い
て
ご
支
援
い
た
だ
き
た
い
。

⑤
県
職
連
合

�

大
内
代
議
員

　

今
勧
告
に
つ
い
て
は
、
度

重
な
る
自
然
災
害
対
応
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
職
員
の
奮
闘
、

物
価
高
の
影
響
を
踏
ま
え
れ

ば
、
到
底
納
得
で
き
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
確
定

闘
争
を
全
力
で
取
り
組
む
。

　

定
年
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、

現
時
点
で
当
局
か
ら
明
確
な

対
応
が
な
い
こ
と
か
ら
、
県

本
部
、
各
単
組
と
情
報
交
換

し
な
が
ら
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
く
。

　

澤
村
県
職
連
合
委
員
長
を

県
本
部
中
央
執
行
委
員
長
に

選
出
す
る
。
当
面
兼
務
と
な

る
こ
と
か
ら
、
ご
配
慮
と
県

職
連
合
運
動
へ
の
支
援
強
化

を
お
願
い
し
た
い
。

⑥
二
本
松
市
職
労

�

中
村
代
議
員

　

当
単
組
で
は
競
合
単
組
が

あ
る
が
、
今
年
度
は
新
規
採

用
職
員
17
名
中
11
名
の
加
入

を
勝
ち
取
れ
た
。
年
齢
が
近

い
青
年
・
女
性
組
合
員
か
ら

も
声
掛
け
を
し
た
こ
と
が
結

果
に
結
び
つ
い
た
と
考
え
る
。

引
き
続
き
、
競
合
組
織
対
策

の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　

人
事
評
価
に
つ
い
て
は
、

組
合
と
の
十
分
な
合
意
が
な

い
ま
ま
一
方
的
に
導
入
さ
れ

て
お
り
、
職
場
や
業
務
内
容

に
よ
っ
て
評
価
の
偏
り
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
運
営
で
の

賃
金
反
映
は
納
得
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
改
善
要
求
・
交

渉
を
行
っ
て
い
く
。

執
行
部
答
弁

　

期
末
手
当
に
も
０
・
05
月

配
分
さ
れ
た
こ
と
は
、
結
集

し
求
め
続
け
て
き
た
成
果
で

あ
る
。
全
て
勤
勉
手
当
に
配

分
す
る
と
民
間
を
上
回
る
こ

と
か
ら
、
期
末
手
当
へ
も
配

分
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

会
計
年
度
任
用
職
員
も
０
・

10
月
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
要
求
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

秋
季
確
定
闘
争
の
獲
得
目

標
に
つ
い
て
は
、
大
会
後
の

単
組
代
表
者
会
議
に
お
い
て

具
体
的
取
り
組
み
を
示
す
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
へ
の
反
映
は
、
県
で
は
月

例
給
が
翌
年
１
月
か
ら
、
一

時
金
が
翌
年
６
月
か
ら
と

な
っ
て
い
る
。
正
職
員
同
様

４
月
遡
及
を
求
め
て
い
く
。

　

参
院
選
に
つ
い
て
は
、
出

だ
し
が
遅
か
っ
た
こ
と
、
社

民
党
が
分
裂
し
た
経
過
に
つ

い
て
の
説
明
が
不
十
分
だ
っ

た
こ
と
が
反
省
点
で
あ
る
。

厳
し
い
ご
指
摘
を
踏
ま
え
、

総
括
し
て
い
く
。

　

現
在
ど
こ
の
職
場
で
も
人

が
足
り
ず
、
そ
の
中
で
度
重

な
る
自
然
災
害
、
さ
ら
に
新

澤村新委員長による団結ガンバロー

審議された議案
議案第１号　2023年度運動方針（案）
議案第２号　当面の闘争方針（案）
議案第３号　2023年度一般会計・特別会計予算

（案）
議案第４号　第26回参議院議員選挙闘争の総括

に向けて（案）
議案第５号　じちろう団体生命共済小口型メ

ニューの推進ついて（案）
議案第６号　県本部特別執行委員の選出につい

て（案）
議案第７号　次期県本部定期大会の開催につい

て（案）

型
コ
ロ
ナ
対
応
が
あ
り
、
職

員
が
疲
弊
し
き
っ
て
い
る
。

誰
も
が
メ
ン
タ
ル
疾
患
に
か

か
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

県
本
部
と
し
て
も
人
員
確
保

を
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組

み
を
進
め
、
各
単
組
を
支
援

も
し
て
い
き
た
い
。

　

現
業
職
場
の
課
題
に
つ
い

て
も
、
全
国
の
状
況
に
つ
い

て
情
報
収
集
を
行
い
、
支
援

を
し
て
い
く
。

　

定
年
延
長
に
関
し
て
は
、

条
例
制
定
後
も
運
用
面
に
つ

い
て
交
渉
の
余
地
が
あ
る
。

65
歳
ま
で
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
重
点

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
組

織
化
は
、
進
ん
で
い
な
い
と

い
う
の
が
現
状
。
当
事
者
と

一
緒
に
処
遇
改
善
を
求
め
る

の
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
単

組
状
況
を
点
検
等
し
て
い
く
。

　

小
口
型
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い

て
は
、
４
・
５
月
の
機
関
会

議
で
提
案
さ
れ
た
。
共
済
本

部
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
切

替
自
体
は
可
能
で
あ
る
こ
と

を
本
部
に
確
認
し
て
い
る
。
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新
旧
役
員
あ
い
さ
つ

　

原
町
役
場
（
当
時
）
に
採

用
さ
れ
て
最
初
に
引
き
継
ぎ

を
受
け
た
の
が
、「
限
り
な

き
躍
進
」
を
作
詞
作
曲
し
た

但
野
一
博
さ
ん
だ
っ
た
。
そ

れ
以
降
、
何
か
と
組
合
運
動

に
関
わ
る
機
会
が
多
く
、
単

組
青
年
部
長
を
皮
切
り
に
、

福
島
県
本
部
教
宣
部
長
、
同

組
織
部
長
、
連
合
担
当
執
行

委
員
、
福
島
県
本
部
書
記

長
、
同
委
員
長
と
担
わ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

　

１
９
４
７
年
に
設
立
さ

れ
、
今
年
75
周
年
と
な
る
自

治
労
福
島
県
本
部
の
歴
史
の

１
ペ
ー
ジ
に
、
微
力
な
が
ら

携
わ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
財

産
と
な
っ
た
。
皆
さ
ん
と
お

会
い
で
き
た
こ
と
は
そ
れ
以

上
に
大
き
な
財
産
で
あ
る
。

こ
の
間
の
ご
支
援
に
感
謝
す

る
。

　

今
後
は
連
合
福
島
会
長
に

専
念
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

連
合
福
島
の
約
23
％
が
自
治

労
組
合
員
で
、
主
力
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
精
一

杯
務
め
て
い
く
の
で
、
引
き

続
き
の
ご
支
援
を
お
願
い
し

て
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
福
島
県
本
部
で

は
副
委
員
長
の
任
は
担
っ
て

い
た
が
、
内
局
専
従
を
担
っ

た
こ
と
は
な
く
、
福
島
県
職

労
の
運
動
が
中
心
だ
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
市
町
村
等
他

の
単
組
の
皆
さ
ん
の
状
況
に

つ
い
て
十
分
理
解
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。
や
は
り
、

県
本
部
運
動
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
は
各
単
組
の
皆
さ

ん
と
の
協
力
は
必
要
不
可
欠

で
、
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば

運
動
の
強
化
と
は
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　

11
月
か
ら
福
島
県
本
部
委

員
長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ

と
に
な
る
が
、
可
能
な
限
り

各
単
組
へ
訪
問
し
て
皆
さ
ん

の
現
状
・
課
題
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
、「
ど
う
し
た
ら

い
い
か
」
と
い
う
こ
と
を
一

緒
に
悩
み
、
意
見
交
換
を
し

な
が
ら
県
本
部
運
動
を
作
り

上
げ
て
ま
い
り
た
い
。
今
後

共
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
、
就
任
の
あ
い
さ
つ

に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

中
央
執
行
委
員
長
を
退
任

す
る
澤
田
連
合
福
島
会
長

新
た
に
信
任
さ
れ
た
澤
村

中
央
執
行
委
員
長

32.5
自治労共済生協組合員には
団体割引を適用 まずは

見積もりを
見積もり依頼は
組合まで

注目

団 体
割 引

※団体割引は、車種や補償内容により割引率が異なる場合があります。また、毎年11月時点の実績により変動することがあります。

「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協
として共済事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、組
合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献すること
を目的としています。この趣旨に賛同いただき、出資金
を払い込んで居住地または勤務地（先）の共済生協の組
合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

5121A077

掛金体系の変更による
職域掛金廃止に伴い
団体割引率を変更
団体割引は多くの
組合員の利用と
安全運転に
支えられています。

※

自治労共済推進本部は
「7才の交通安全プロジェクト」

に取り組んでいます。

　今年度の継続募集の結果、県全体の加入率は79.13％（暫定）となり、組織加入県の要件で

ある加入率80％を切っています。２年間の猶予期間中に80％に復活できなければ組織加入県か

らはずれ、組合員（満60歳以下）であれば非通常就業者であっても最低保障額に加入できる特

典がなくなり、助け合いの共済の根幹が崩れてしまいます。

　【助け合いの共済】を継続するため、団体生命共済の追加募集の取り組みを行っています。

　団体生命共済未加入者の組合員の方は、ぜひご加入をお願いいたします。

　　追加募集締切日　2022年12月15日（木）

　　契 約 発 効 月　2023年２月

　※加入申し込みは、組合（単組）共済担当者まで

福島県本部共済推進委員会

団体生命共済

自治労福島県本部第33回機関紙コンクール

追加募集の取り組み実施中!!

■県本部第33回機関紙コンクール審査結果 ■県本部第33回機関紙コンクール応募紙（15紙）

単　組　名 機 関 紙 名

福 島 市 職 労 道 標

伊 達 市 職 労 伊 達 結

二本松市職労 自治労にほんまつ

国 見 町 職 労 た ん が ら

国 見 町 職 労
青 年 女 性 部 が ら く た

須賀川市職労 速報「若い丘」

須賀川市職労
女 性 部 あ ゆ み

浅川町職員組合 蕾（ つ ぼ み ）

賞 単　組　名 機 関 紙 名

最 優 秀 賞 浅 川 町 職 員 組 合 蕾 （ つ ぼ み ）

優 秀 賞 福 島 市 職 労 道 標

優 秀 賞 い わ き 市 職 連 合 自 治 労 い わ き

佳 作 伊 達 市 職 労 伊 達 結

佳 作 須 賀 川 市 職 労 女 性 部 あ ゆ み

佳 作 会 津 若 松 市 職 労 教 宣 ニ ュ ー ス

努 力 賞 二 本 松 市 職 労 自 治 労 に ほ ん ま つ

努 力 賞 須 賀 川 市 職 労 速 報「 若 い 丘 」

努 力 賞 いわき市職連合現業評議会 現 業 評

努 力 賞 大 熊 町 職 労 自 治 労 お お く ま

単　組　名 機 関 紙 名

会津若松市職労 教宣ニュース

喜多方市職労 情宣ニュース

会津坂下町職労 自 治 労 情 報

いわき市職連合 自治労いわき

いわき市職連合
現 業 評 議 会 現 業 評

いわき市職連合
青 年 部 す る め

大 熊 町 職 労 自治労おおくま


